
（参考様式６号　※ストックセンターを整備する場合に限る。）

安定供給計画

１　ストックセンターの保管量の計画

㌧ ㌧ ㌧ ㌧

㌧ ㌧ ㌧ ㌧

㌧ ㌧ ㌧ ㌧

㌧ ㌧ ㌧ ㌧

２　不作等による国内供給量減少時や更新（保管している旧穀と新穀の入れ替え）においてストックセンターに保管された国産麦類・豆類を引き取る実需者

○○県○○市○○・・・

○○府○○郡○○町○○・・・

（注４）備考欄については、社名等の別に、不作等による国内供給量の減少時に引き取る麦類・豆類の量が保管全量に占める割合等を記載してください。

３　ストックセンター等への保管量の確保・不作等発生時の放出方針
（記載例）
受入方針：〇月にコンソーシアムの構成員である産地〇〇と〇〇から〇トンを受入れる。
保管方針：紙袋・フレコン等の保管方法、常温・定温（〇度）等の温度管理、棚上げ・回転等の更新方針を記載する。
放出方針：不作等による供給量のひっ迫状況を判断するため、〇カ月に１回関係者による検討会を実施する。
　　　　　単収が直近５か年平年の単収を〇割下回ったら自動的に放出する。
　　　　　放出する際の販売価格は〇〇に基づき決定する。
保管数量の考え方：○○県産○○（品種名）の生産量の○割、コンソーシアム参画企業〇社の年間使用量の〇割を保管する。
保管数量を確保するための方針：保管量確保のために産地○○において作付面積を〇ha増加させる。生産量が〇ｔを上回った場合に差分を保管する。
安定供給体制の構築方針：コンソーシアム構成員の産地〇〇と実需〇社の間で需要動向と生産動向についての情報交換会を年に〇回実施する。

（注１）記入欄が足りない場合は追加してください。

（注２）不作等による供給量減少時の麦類・豆類の供給先となる予定の者（実需者）だけでなく、ストックセンターに保管された麦類・豆類の更新（保管している旧穀と新穀の入れ替え）時に引き取る予定の者(実需者）の社名、住所等
も記載してください。

（注３）本欄に記載する実需者との間で、本欄の記載内容についての契約締結等は必須としませんが、具体的な引き取り数量や手法について合意しておくこととします。

○○産業株式会社 不作等発生時 不作等発生時は●トン（●.●％）

（注）記入欄が足りない場合は追加してください。

社　　名　　等 住　　所 不作等発生時、更新時の別 備考

○○製粉株式会社 不作等発生時、更新時とも 不作等発生時は●トン（●.●％）、更新時は●トン（●.●％）

作物名： 品種名：

作物名： 品種名：

作物名： 品種名：

令和〇年度
（事業実施前年度）

令和〇年度
（事業完了年度）

令和〇年度
（１年目）

令和〇年度
（目標年度）

保管量計（各年度の○月時点）



４　年度別の安定供給（放出）計画

（注１）記入欄が足りない場合は追加してください。

（注２）記載例を参考に、年度別の安定供給に向けた取組（入庫、保管、不作等発生時の出庫（放出）、更新による出庫（放出））の計画を記載してください。

（注３）実績欄は実施状況報告用の欄ですので申請時には空欄にしてください。

トン トン トン保管量④（①＋②－③） トン トン

トン トン トン

トン トン トン

うち、不作等による国内供給減少を受けた放出量 トン トン

出庫量③ ― トン トン

第４・四半期末時点

前期からの繰越量① トン トン

トン トン トン

トン トン トン

トン トン トン

目
標
年
度

（計画）
（記載例）
・令和○年○月に○県産○を○トンを入庫する。
・不作や需要拡大により年度途中で実需からの販売要請があった場合には放出する。
・不作等で放出した場合、保管能力が維持されるよう、○○により保管量の確保に努める。
・不作等で放出しない場合、令和○年○月に○年産○県産○を○トン実需者に販売することにより更新し、保管量○トンを確保する。

（実績）

年度当初

保管量④（①＋②－③） トン トン

入庫量② トン トン

第１・四半末時点 第２・四半期末時点 第３・四半期末時点

トン トン トン

トン トン トン

うち、不作等による国内供給減少を受けた放出量 トン トン

出庫量③ ― トン トン

トン

トン トン トン

トン トン トン

１
年
目

（計画）
（記載例）
・令和○年○月に○県産○を○トンを入庫する。
・不作や需要拡大により年度途中で実需からの販売要請があった場合には放出する。
・不作等で放出した場合、保管能力が維持されるよう、○○により保管量の確保に努める。
・不作等で放出しない場合、令和○年○月に○年産○県産○を○トン実需者に販売することにより更新し、保管量○トンを確保する。

（実績）

年度当初

保管量④（①＋②－③） トン トン

入庫量② トン トン

第１・四半末時点 第２・四半期末時点 第３・四半期末時点 第４・四半期末時点

前期からの繰越量① トン

トン トン トン

トン トン トン

トン

トン トン トン

うち、不作等による国内供給減少を受けた放出量 トン トン

出庫量③ ― トン トン

トン トン トン

事
業
完
了
年
度

（計画）
（記載例）
・令和○年○月に○○県産○○（品種名）を○トンを入庫する。
・不作や需要拡大により年度途中で実需からの販売要請があった場合には放出する。
・不作等で放出した場合、保管能力が維持されるよう、○○により保管量の確保に努める。

（実績）※実績については申請時には記載不要です（以下同じ）。

年度当初 第１・四半末時点 第２・四半期末時点 第３・四半期末時点 第４・四半期末時点

入庫量② トン トン

前期からの繰越量① ― トン トン

トン トン


